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平成２５年度研究成果概要 
研究成果概要についてわかりやすく記載してください。できるだけ，図を挿入してください。すでに当該年度に外

部に発表を行った成果については，研究業績欄の業績番号と対応させてください。 

 糖質関連の生体内恒常性に，マイクロ RNA による遺伝子制御がかかわる系の報告がなされて

きている。ヒト型糖鎖・糖質関連の遺伝子と遺伝子制御機構の解析のために，マイクロ RNA が

形成する遺伝子制御の網羅的データが必要となる。 

そこで，今回ヒト成熟マイクロ RNA，2042 のうち，複数の独立した RNA-seq データにより発

現が確かめられた 849 成熟マイクロ RNA を選び，そのターゲットサイトを計算的に予測した。

ヒトのタンパクをコードする遺伝子のうち 3’UTR 配列を持つ約 2 万遺伝子を探索の対象とした。

その結果，約 30 万箇所のターゲットサイトが予測された。多くの遺伝子について，その機能が

Gene Ontology（GO）により与えられている。この情報を利用し，図 1 で示すように，“マイクロ

RNA 遺伝子 → マイクロ RNA → ターゲット遺伝子 → GO 機能属性” のマッピングを行った。

この操作により約 1 万の GO 機能属性が約 352 万回マイクロ RNA に関連づけられた。 

 他方，マイクロ RNA と関係な

くヒトのタンパクをコードする

遺伝子の GO 機能属性を収集し

比較の為の背景データとした。

マイクロ RNA によりマップさ

れた機能属性の出現頻度と背景

データの出現頻度とを比較する

ことで統計学的に有意性をもって，マイクロ RNA が如何なる機

能をターゲットとし，如何なる機能を避けているかを網羅的にそ

して不偏に調べることが可能となった。さらに，昨年度行った，

マイクロ RNA の生起時期推定の結果を利用して，マイクロ RNA

が生起した時期と機能との関係を調べた。 

 その結果，マイクロ RNA がターゲットとする機能には有意な

偏りがあった（図 2）。また，マイクロ RNA が生起した時期によ

りターゲットとする機能への関与の度合いが変遷していた（図 3，

4）。この変遷のパターンからマイクロ RNA による機能のクラス

タを得ることができた（図 5）。 
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今後の展望 
本事業期間内（平成２２－２５年度）に得られた研究成果を踏まえ，今後の研究発展の展望について記載してく

ださい。図を挿入してもかまいません。 

 今年度行った，”マイクロ RNA 遺伝子 → マイクロ RNA → ターゲット遺伝子 → GO 機能

属性”のマッピングにおいてマイクロ RNA は，その生起時期によって時間軸に置かれたが，タ

ーゲット遺伝子は単にヒトの遺伝子を見るに留まった。次には，ターゲット遺伝子も時間軸に

おいて比較を行う。これの意味することは，図の如くマッピング自体の多種間での比較である。

 また，最近 1000 Genomes Project で代表されるように，個人のゲノム配列が多数公開されてきて

いる。このデータを用いることにより，個人間で網羅的な遺伝子制御網を比較することも可能と思

われる。この比較で見いだされる違いと疾患など

の表現型とを対比することも可能と考える。 

 上記いずれの試みもこれまで以上に

膨大なデータどうしの比較となる。これ

まで解析はプログ

ラムを組むことで

実行されてきた。簡

明さと互換性を得

るために行列式に

よるデータの取り

扱いを試みること

が技術的な側面と

して考えられる。 

特記すべき事項 
本研究に関する受賞（学生対象の賞も含む）・プレスリリース・大型外部資金獲得につながった等，特記すべき

事項があれば記述してください（ささいなことでもかまいません）。本欄は必須ではありませんので，「該当なし。」

でも可ですが，できるだけ記載してください。 

今年度のマイクロ RNA の網羅的制御網データを自由にアット上の公開を準備中である。 
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芳，松郷誠一，金子周一，篁俊成 
第 36 回日本分子生物学会年会，2013 年 12 月，兵庫． 
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